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畳殿地区の水団地帯や道沿いを彩る、色とりどりのあやめ由花。付近を幸いてい

ると rあやめの里』と脅かれた木製の看板が自にとまります。
この地区で 『あやめ由里』づくりが始まったのは今から10年前田こと。水聞のほ

場整備がほほ完成したのを機会に、地域の自然を大切に守り育てていこうと、各自

治会であやめの植栽が始まりました。活動は地道なものですが、地域全体四活動と

して根づき、平成10年には上田市都市景観賞を受賞。毎年5月に開催される 「あや
め由里ウォ クラリ ー」も年々書加者が増えています。今後も株分けをしながら花

の数を増やしていきたいと白こと (豊殿地区振興会会長・田中公雄さん)0rあやめ
の里』をつくる熱い思いはどこまでも続きます。

「あやめ由花は、紫色白花びらと葉の若緑が調和して、実に美しいですね。付近

を流れる用水路もきれいで感，υします。ここにホタルが住み、あやめの中を飛日空

うような場所になったらいいですね」と、搬影者の山岸さんは諮ります。

あやめの花の向こうに見える上回ロ マン橋。上信越自動車道上回官平LC.-小

諸LC間町四車線化工事にあわせて、橋本体の工事も完成に近づいてきました (右

の写真)。路面白舗装工事が完了し、橋の渡り初めができるのはこの秋田予定。週末

の渋滞が緩和され、快適なドライブが楽しめるようになるまであと歩しです。
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四
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予揮現額 468億6，866万円

l亙日済笥 452億 982万円
執行率 96.5弘

土木賞 日111 860万円(90.3%)

民生費 89種目咽163万円(99.9%)

公債費 70憶7.010万円(100.0%)

被宵. 49値目.456万円(89.4%)

総務費 48値 367万円(99.9%)

商工費 47恒3.231万円(100.0%)

贋林水産業費 29置8.175万円(93.2%)

衡生費 25憧8.180万円(99.1%1

16t1:1.424 99.1哨 4 

/ 

予
首
再
現
割
に
対
す
る
収
入

車
と
執
行
車
申
タ
ラ
フ

i予算現額1哨億6醐万円
収入済額'1450億7.476方円

一 収入率』 98.3% 

刊防 2提 173憧3，296万円(101.7%)

地方交付視 69憶3.961万円(101.3%)

市 偶 58憶1.425万円(83.4%)

館眼入 41個2.355万円(91.5%)

国庫支出番 35憧5.330万円{lOO.l~酎

県支出走 18惜4.555万円(93.9%)

その他 73恒5.944万円{l03.4%1
O 

技グラフゅの盆額は予算現額
ー ( )内の強字陣取入率
誤認 ・‘ の訴分"収入済額

誤認グラフ中の盆額隠予算環額
※(  )内の殻字l手収入率
※ 唱の，.分以収入積額

園田・由国畠園畠晶画』圃圃圃畠温E輩出圃圃-岨届邑a・
5.187万円5.338万円5.338万円土地取得事業

塩固有線放盗電E
，業

国民健鏡保険$集

E 軍軍司
597健1，963方向
7"億9.749万円
1.304億1.712万円

一般会計

特別会計

(合計〉
5.3ゆ2万円

78依2.584万円

5.845万円

781Jl4.786万円

5.6田万円

78健8.28:円7円

4削7万円

5.849万円

107館2.819万円

I館5.217万円

5，112万円

5.881万円

107依2.820万円 1071Jl2.820万円

1 flf5.291万円

5，112万円

5.88ゆ万円

1 a:S，222万円

交通災書共演事業

福祉事業センタ
事 業

老人保健事業

同和地区住宅新祭
賞金等貸付軍策

駐車場事業

m軍盟書
積立金 42億4.117万円
有価証券 1億2.029万円
出資による権利 11健3，400万円

土地 246万3.3550-1
建物 32万5，284rri
山株 1.893方1.952rrf
住宅
〈敷地〉
〈建物)

I低3.112万円

28億7，581万円

I !ltS.l38万円

31f.f6.518万円

1健3.132万円

35健5.954万円市街地再跨発寧業"万5.611nf 
7万 688~

し
"催7.702万円

2悶依90490万円

44偉7.924万円

2喧71f2.648万円

44ff7.747万円

271健5.160万円

介組保険事業

計合-s!iill A;jt 

13億問

「 収 入 主 出
会 計 名

予算現額 調定額(※ 1) 予算規額 契約済額

水道事匹禦
収益的収支(※2) 2H1:8.704万円 21億3，073万円 22憧1，792万円 21億5.611n円

資本的収支(※3) 13億1，183万円 10億3.376万円 22憶3.546万円 17億4.581万円

公共事下水業道
収益的収支 261車6，819万円 26憧7，219万円 28憧7，307万円 28億5，935万円

資窓的収支 82橿5，721万円 69億2，891万円 90憧2.295万円 73億 382])円

農排水業恵集落業
担益的収支 4億6，304万円 4憶7，014万円 E槽4，781万円 6億4，173万円

資本的収支 22億8，532万円 22億8，532万円 22憧6，266万円 22億6，016万円

産院事業
収益的収支 2(18，252万円 1億4，143万円 2像8，252万円 1億3}60万円

資本的収支 0万円 0万円 。万円 。万円

[2] 14.6.16 

収入すべきものとして予定している額.
事業の経常的な経営活動の収入支出を示すもの。
将来の経営活動に備えて行う建段改良、現在の経営活動に周いられている施股に係る企業
債価値進金などの収入支出を示すもの。

※1調 定額
終2収益的収支
※3賞本的収支， 
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一一
搬しました
「合併推進室」を

市では、 5月20日から組織の一部を宜更し、
輯輯部に合併推進室を新設しました 仔H世百「体
庁舎3陪)。市民の皆さんのご意且をお聞きし

江がら、市町村合併を畳宜要盟題のーっとして、

積極的に取り組んでいきます。市町村合併にl刻

するご意見、お問い合わせがありましたら、合

ださL、。

また、教育聾員会の同布教育主幹を人倫同和

教育主幹に、同和華宵担当を人倫同和教育担当

に名悼を変更しました。

なお、上回市のホームページ Chttp://www
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男女共同参画課 (H23・5245)
ホームページアドレス:http://www.city.ueda.nagano.jp/danjo/ 

女性のための地域づくり講座

昨年9月から12月にかけて、自治会の皆さんの協力

を得て、「女性のための地域っくり講座J(計16回)を
行いました。この講座は、女性の声がさまざまな場面

にもっと生力、されるようにするにはどのようにしてい

けばよいかを学ぶ講座で、「男女共同参画社会とは」・

「会議における発言のしかた」などについて学習しま

した。約300人のかたが参加し、「このような講座に参

加できとてもよかった」 ・「男性にも講座に参加しても

らいたいJ1;;ど積極的なご意見をいただきました。
今年も 7月-12月の予定で講座苦行います。

女性海外派遣研修事業

市内の女性が海外で男女共周参画・教育・福祉など

について先進却な事例在学び、 帰国後に地域のリーダー

として女性問題立どの解決に向けて活動を進められる

ように、市では海外研修に対して補助金を交付し活動

を支援しています。

平成6年から24人のかたが海外研修に参加し、その
後の活動の幅を広め、それぞれの立場でリ ダ とし

て活躍されています。

今年度も3人のかたが、制国際揮人教宵振興会主催

の海外視察研修に参加し、ヨーロッパなどの先童国の

事例在学び、見聞を広めてくる予定です。

' 轟買を持って粘り強〈チャレンジしよう

昨年の8月、女性放軍研究家として活岨されている
三井マリ子さんの語いを量。、 「ノルウ z-男女共同

参画制祭ツアー』に参加しました。

ノルウェーは、男女共同書画については先進的な固

として有名ですが、 40年前にはまだ伝統的性別世嗣宜
融が桜強く残っていたそうです。しかし、この40年の
間に女性たちは団結し、組織をつくり、次々と改革を

鍵し進めてきました。その大きな力となったのが 「男

女平等法Jの制定でした。

大切なのは、女性たちが連帯し、励ましあL¥常に

男女平等を意識して、勇気を持って粘り強くチャレン

ジし続けること。

まずは、日々の暮らしの中で人権感覚を膳き、 一人

ひとりが問をあげ、行動に移すこと。何事も、最初は

一人から蛤まるのですから。

ノルウェーはそんなことを教えてくれ、大きな宿題

を与えてくれました。

企勉域づくり醜座の学習。身近な居阻をもとに話し合いました。

いよいよ取組を掬雌

男女共同参画条例(仮)の制定を準備
平成11年6月に制定された国の「男宜共同参画社会

基本法」は、男女共同参画社会の実現に向けての理念

を明らかにし、国や地方自治体 ・国民の責務、施策の

基本を定めていますが、具体的に地方自治体力、何をす

べきかという点については規定がありません。

そこで、男女共同参画社会の実現に向けて全市的な

取組として、スム ズに施策を進めていくため地域

の実態に合った長例の制定が必要となります。今年3

月末現在、全国で90自治体が男女共同参画条例を定め

ています。

上田市でも条例の制定について今後準備を進めてい

きます。

邑寄書与
.男宜共同移画社会

男女の人機が等しく尊屯され、社会のありゆる分野

の活動・政輩決定の場に男女ともに事参加し、互いが支

え合い訟がら責任をRう社会

・ジヱンター(社金的文化的に作られた性豊〕
オス、メスといった生物学的な性別低セックス (S

E X)と呼ぶのに対して、 「女らしさ・卦らしさ」と
いう、社会や文化のしくみによって作られた性のあり

万をジェンダーと呼びます。生物学的な性は自然が生

み出したものですが、ヅェノダ は、長い歴史の移り

藍わりの中で人聞社会がJ~成したものです。

eov (ドメステック・バイオレンス)
去や殺しいパートナーからの暴力。単に殴る、蹴る

などの畢力だけではなく、威噂する、存在を離視する、

心理的な苦痛を与えるなどの行為も含まれます。

14.6.16 [4] 



ー.

母月~固"""~固肱男女鶏闇鎖直阻固です
私たちは知らず知らずのうちに、lj-Jの役割 ・女の役割iと決めつけていることがた
くさんあります。本来、人はその個人の個性や能力を琵聞して生きていく ことが大

切です。しかし、いまだに 「主だから当たり前、到なら当然Jという考え方にとら

われることがあります。あなたの身のまわりでも思い当たることはありませんか?

6月23日-29日は男女共同書画週IHJです。この機会にもう一度自分らしさを見つ

め出し、一人ひとりが個性を宵みながら、能力を

じゅうぶんに琵樽できる、いきいきと暮らせる

H金について考えてみましょう。

rliでは、昨年3月軍定の 「うえだ到女共同

書画プランJをもとに、さま吉まな事量

を行っています。今聞はこれまでに行った事業を一部紹介します。

もちろん、ニれらの取組は今年も引き続き行う予定です。

あなたも講座やイベントに書加して、家庭や車場で 「女と出Jの

パートナーシップについて考えてみませんか/(閑迎情報11ページ)

マ8噂'u'
ひと ひと

女と男さんかく講座
「みつめようこれからの私Jをテーマに、昨年11月
10日から11月5日まで、立と男さんかく講座(全5固)

を行いました。それぞれ、「ジェンダ って何?J . 
「自分をみつめる~主だったら男だったら-J.f家事
労働を考える」 ・「男女にかかわる現状と課題」・「これ

からの私の生き方」をテーマに嘗加形式の講座を開き、

これまで男女共同参画についてあまりEじみのなかっ

た力、たも、棄しみ立がら学ぶことができ好評でした。

講座の修了後も参加者は自主学習グJレブをつくり、

牢習を深めています。また、基礎講座を修了したかた

を対象に専門講座も行いました。

[5] 

今茸も9月-10月の予定で講座を行います。

o肢はグループ討議 ワーク;/~ "1プ・ビデオ世種
など、 f也の講座にはない事織な内容でたいへん楽しく
畳摘できました。f男女共同容両社会とは(ぜか?Jを

知1りたくて、興味半分で珊躍を畳けたのですが、私と

迎勺た世刊のかたの意見やお簡を1111<被告ができてよ
かq たと.'JJ，~、ます。家事労働やシ" /グーフリーな祉
企についてもっと勉強したいと思いますが、そのきっ

かけを1!Jることができました.
/x回は、現実に社会で活躍しているかたの生の声を

聞くことができればと思いました.

14.6.16 

うえだ女性フェスティパJ!J
昨年11月9目、市民プラザ・ゅうで、うえだ女性フェ

スティパルを開催しました。当日は.女性史研究家の

米国佐代子さんの講演「おんなが歴史をつくる 女性

史に学ぶ私たちのこれからー」を聞いた後、参加者は

5つの分散会に分かれて、日ごろ疑問に感じているこ

とや、女性たちが力をつけていくためにはどのように

していけばよいの力、1J:どについて活発な意見交換が

行われました。今年は10月5日に行う予定です。

ひと ひと

女と男の情報紙「ハーモニーJを発刊
市民B名の編集委員が中，じとなって、昨年9月と今

年 3月の 2回情報紙「ハーモニー」を発行しました。

A4版4ペ ジの情報紙で男女共同書画に関する情
報をわかりやすく掲載することを目標に、 9月号は

「うえだ男女共同参画プランができました」、 3月号は

fDV防止法ができました」を特集しました。

ご覧いただいた市民の皆さんからは、さまざまなご

意見が寄せられました。

お寄せいただいたご意

見は今後の紙面作りに

生かしながら、皆吉ん

の身近な情報紙となる

よう努力していきます。

次回は、今年 9月に

発行する予定です。

国
.... ー
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• 上田市水道料金等審議会委員
よ下水道局営業楳 (n23・8243)

1>応募資格 市内在住の20歳以上75歳以下由かた (公募の方法により審議会へ書画

できるのは、一人1審織金まで) 1>曹集人員 2名 b任期 8月中旬-11月中旬
1>審議会の内容 水道料金及び下水道使用料に障る改定審議を行っていただきます

1>応募方法 所定の申込部(営草課にあります)に 「水と環境」と題したレポート

ω00字以内・書式自由)を添えて、上下水道局営業課に提出 b締め切り 6月28日

幽 bその他 レポートと面接により決定させていただきます

お知らせ道
路
に
近
援
す
る
民
有
地
の

樹
本
的
倒
木
に
気
寄
っ
貯
ま
し
ょ
う

-
濯

-
m
(包
目

s
'
2
S
}

台
風
や
豪
雨
な
ど
で
、
道
路
に
近

接
す
る
民
有
地
に
あ
る
樹
木
が
道
路

に
倒
れ
込
み
通
行
車
両
に
倒
閣
を
与

え
る
と
い
う
事
故
が
お
き
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
告
、
県
や
市
で
も
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、
こ
う

し
た
事
輩
白
事
前
発
見
と
予
防
に
心

が
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
に
近
接
す

る
民
有
地
に
あ
る
樹
木
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
が
適
切
に
官
濯
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
支
障
が
あ
り

そ
う
な
木
に
つ
い
て
は
、
伐
保
す
る

な
ど
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

V
国
道
山
号
に
つ
い
て
は
、

長
野
国
道
工
事
事
務
所
上
回
出
張

所

(
冒

n
・2
7
3
7
)

マ
そ
の
他
国

・
県
道
に
つ
い
て
は
、

ピ

• 市役附句剛脂1122・41ω
IT・4加上

回
姐
設
事
務
所
管
理
計
画
際

(古
お
・

7
1
6
4
)

マ
市
道
に
つ
い
て
は
、

市
管
理
課

(
宮
路
・
5
1
2
5)

上
回
創
造
錨

7
月
の
催
し

上
回
創
造
鎗

(g
n
-
?
1
1
1
)

aH・4
1
0
0
)

哩
ハ
ソ
コ
ン
平
日
相
麟
会

(相
殴
無
料
)

マ
と
き

7
月
凶
日
附
午
桂
l
時

泊
分
3
3時
初
分
マ
対
象
者

創

造
館
白
パ
ソ
コ
ン
教
室
畳
講
者
マ

定
員

叩

名

守

申
し
込
み

7
月

8
日
開
ま
で
に
、
「
は
が
き
」

・

「
F
A
X」
(郵
恒
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
相
談
内
容

を
記
入
)
で

マ

そ
の
他

ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
町
場
合
は
持
書
を

-
蚕
の
飼
育
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

7
月
幻
自
由
1
8月
7

日
制
午
前
9
時
1
午
桂
4
時
却
分

マ
内
容

蚕
が
墨
を
食
べ
て
成
長
し
、

・0繭を
つ
く
る
ま
で
の
様
子
を
観
察

・
文
化
情
演
会

(入
場
無
料
)

?
と
き

7
月
犯
日
間
午
桂
l
時

初
分
1
3時
マ

内
容

晴
樹

『
戦

挫
の
絵
画
運
動

「
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
」

に
つ
い
て

1
私
の
制
作
体
験
を
と
お

し
て

1
』

マ
情
飾

吉
野
純
さ
ん

(
筑
波
大
学
名
著
教
授
、

二
紀
会
副

理
事
長
)

.
ふ
る
さ
と
が
咲
く
・
柳
沢
京
子
き

り
え
展

〔入
場
無
料
〉

マ
と
き

7
月
初
日
側
1
8月
刊
日

凶
午
前
9
時
加
分
3
午
桂
5
時

-
き
り
え
教
室

〔彊
講
料
3
0
0
0
円
)

?
と
き

8
月
4
目
的
午
前
の
部

叩
時
i
正
午
・
午
後
の
部

2
時
1

4
時

マ
内
容

柳
沢
京
子
さ
ん
の

指
導
に
よ
る
き
り
え
教
室

マ
定
員

午
前

・
午
後
白
部
、
そ
れ
ぞ
れ
先

邪
叫
名
守
申
し
込
み

7
月
7
日

価
午
前
9
時
か
ら
電
話
で

-
上
回
紬
織
物
展

(入
場
無
料
)

マ
と
き

7
月
初
日
開
1
8月
l
日

開
午
前
9
時
3
午
桂
4
時

-
う
え
だ
ア
ト
&
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ

ア
2
0
0
2出
展
者
を
募
集

マ
と
き

9
月
7
日
出

・
同
8
日

制
午
前
山
時
i
午
桂
4
時

マ
と
こ

ろ

長
池
公
園

〔創
造
館
隣
り
)

マ
内
容

日
ご
ろ
創
作
活
動
を
行
勺

て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
敏
露
と
交
流

マ
出
展
申
し
込
み

7
月
日
日
出

ま
で
に
創
造
館
へ

問
団
凪
附
畑
山
附
幽

・
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

(怠
加
無
料
)

マ
と
き

7
月
6
日
出
午
前
9
時

[6] 

川

司

ι

本
周
回国
に
骨
ゆ
っ
た
も
の
‘
ほ
し
い
"

も
の
が
あ
り
零
し
た
ら
、
膚
混
血桐

ωm
・mm
肉
エ
コ
・ハ
つス
A

薗
週
四

@
8
1

・4)ヘ.
(Ex
m付
ωリ
2

午
前
m
川崎
S
午
後
4
"
v

「

不
用
品
白
畳
録
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
無
料
由
も
白
の
み
で
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
畳
録
期
間

は
3
か
月
で
す
。

因図R
固図

14.丘16

マ
子
ど
も
用
食
卓
用
い
す

マ

子
ど
も
服

〔女
児
M
N
1
1
0
0
畑、

男
児
問
1
1
2
0
佃)

マ
ベ
ビ
ー

カ
ー

マ
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

マ

マ
ル
チ
レ
ザ
I
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
l
、

マ
冷
蔵
庫

マ
掛
梯
器

〔プ
ロ

パ
ン
用
)

マ

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

マ
析
り
た
た
み
式
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド

マ
テ
レ
ビ
台

マ
臨
白
い
す

マ
会
議
用
机

マ
子
ど
も
服
男
児

(卯
1
1
0

0
g
マ
チ
ャ
イ
ル
ド
ン
I
ト

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
ベ
ピ
ー

ク
1
ハン

マ
パ
ノ
コ
ン

マ
フ
ァ
ッ

ク
ス

マ
電
気
ポ
ッ
ト

マ
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ

マ
ワ
ー
プ
ロ

マ
子

ど
も
用
自
転
車
マ
湯
沸
器
(
都

市
ガ
ス
用
)

マ
食
卓
セ
ッ
ト

マ
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ノ
ス

マ
応
接
三

点
セ
ッ
ト

マ
チ
ェ
ス
ト



よ田商業21世紀金では、『まちごとカルチャ スク ル』を実
施しています。今回のスクール1.パッチワーク晴座です。

bとき 6月25日開午前10時~正午 pところ グリーンオー
クカルチャースクール(絵厄町) t向容 パッチワ ク教室。

ポ チ作り t定員 20名 b受傭料 300円(型紙代として)
t揖古物 針、糸、はさみ、 2Bの舶司降、厚紙、ものさし

t申し込み グリーンオーク ・凹玉(由22・6773)まで

上田商鎌21世紀会恵務周 (商工限内"23・5396)
上田市自治会連合会主催

市町村合併を考える

地区懇談会

初
分
'
S
U
時
初
分

マ
対
象
者

上

小
地
場
内
に
在
住
の
5
歳
以
上
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

マ
定
員

同

名
(
超
え
た
場
合
は
抽
選
)

マ
申

し
込
み

6
月
白
日
開
ま
で
に
、

「
電
話
」
か
「
F
A
X
L
S使
曹
?

住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
「
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
部
」

あ
て
)
で

-
星
空
観
望
会

(嘗
加
無
料
)

マ
と
き

7
月
日
日
出
午
桂
7
時

羽
分
1
9時
〔
午
桂
7
時
加
分
ま
で

に
4
階
に
聾
ム
ロ
)
マ
そ
の
他

小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
。
悪
天
候

白
川
相
告
は
、
今
宵
白
星
空
解
説
、
天

文
映
慢
の
投
影
を
行
い
ま
す

-
E
の
野
草
を
し
ら
べ
よ
う

(誓
加
無
料
)

マ
と
き

7
月
却
日
出
午
前
問
時

上田市自治会連合会 (r122・41001il1359)

1
日
時
却
分

マ
対
象

小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

マ
持
ち
物

ビ

ニ
ー
ル
袋
、
植
物
図
鑑
(
持
っ
て
い

る
か
た
〉

マ
そ
の
他

時
閉
ま
で

に、

創
造
館
第
l
駐
車
場
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い

お
出
か
け
く
だ
さ
い

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
へ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
O
A
{宮
却

'
o
oo)

哩
ハ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
コ

l
z

(主
E
0
5
機
)

?
と
き

7
月
5
日
幽
午
桂
1
時

叩
分
1
4時
マ

対
量
パ
ソ
コ
ン

初
心
者

マ
定
員

凶

名

マ

受
鴎

料

1
5
0
0円

-
稚
で
も
簡
単
/
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

入
門

(2
5
a
0
5機
}

マ
と
き

7
月
四
日
幽
午
桂
l
時

上田市自治会連合会では、市町村合併につ

いて地域の皆さんに情報を提供し、考えてい

ただく構会をつくるため、 5月から地区単位

ごとに合併懇談会を行っています(懇談会で

出されたご意見・ご質問や市の考えかた等に

ついては、随時広報うえだでお知らせします)。

対象地区外の力、たでも、自由に怠加できま

すので、市町村吉併についての皆さんのご意

見を聞かせてください。

・市町村吉併を考える地区懇般会日程

初
分
1
4
時

マ
対
象

パ
ソ
コ
ン

初

心

者

マ
定
員

凶
名

マ
受
講

料

1
5
0
0円

-
今
日
か
ら
始
め
る
ノ
ホ
l
ム
ベ
ー

ジ
作
成
セ
ミ
ナ
ー

(2
5
a
o
eeω機
)

マ
と
き

7
月
M
日
間
午
前
凶
時

1
午
桂
4
時

マ
対
象

パ
ソ
コ
ン

経
験
者

マ
定
員

同

名

マ
受
購

料

4
0
0
0円
マ

そ
の
他

附

込
者
に
は
事
前
に
部
組
を
郵
送
し
ま

す
信
州
ロ

l
ド
観
察
隊
員

募
集
し
ま
す

上
国
植
殴
・
務
所
値
盲
現
計
画
眼
健
盲
現
係

(S
E

?
1
e
4
V
 

市
土
木
隈

(
宮
田

8
2
4
2
V

県
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行
い
、

道
路
の
補
皆
な
ど
維
持
管
理
に
努
め

対象地E

酉穆

束郡ー爾g

西宮i!l1l民館

中S除去民館

る、一とき

8月初日出

8月27日同

と

温尻温尻地区公民館7月2日同

中央北館中央公民館7月4日同

函塩図否塩国会館7月9自国

川西111酉公民館
午後7嶋

9時

7 fl311臼側

て
い
ま
す
が
、
日
常
的
に
道
路
を
利

用
す
る
皆
さ
ん
か
ら
、
道
路
の
穴
や

崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
路
肩
等
の

情
報
を
建
設
事
務
所
に
連
絡
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
対

応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
常
的
に
国

・
県
避
を

利
用
し
て
い
る
か
た
に
積
極
的
に
情

報
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

「信
州
ロ
ー

ド
観
察
隊

E
を
募
集
し
ま
す
。

マ
対
象
県
管
理
の
国

・
県
道
を

利
川
す
る
僚
会
が
多
い
か
た
マ
定

員
市
内
在
住
者
2
名

マ

申
し
込

み

6
月
初
日
掛
ま
で
に
、
所
定
の

応
募
用
紙
(
市
土
木
課

・
上
回
建
設

事
務
所
管
理
計
画
課
管
理
係
に
あ
り

ま
す
)
を
、
市
土
木
課
か
上
回
建
設

事
務
所
管
理
計
画
課
管
理
時
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

~I所温県

富士山 ・
東温図

'"温図鬼量
センタ

相当是潤7月16日凶

7月168側

中泡図

待川

盤廠

緩下

縛川雄直公民館

.村環績改.
センター

JII国公案鎗

城南公民館

7月初日側

7月25日制

7月初日出

7月318附

7月8目比トツルヤ大量庫、マツヤ上国庫
7月13日比ト箇友秋剥庫、酋友三野町底、 Aコープコア温図唐
7月四日比ト ジ，スコよ図館、しおだ野νヨマピングセンタ

-ウィークエンドリサイクル7月の日程
回収時圃隠午前10時制正午 {時間厳守).
..のびん‘缶.古紙、古布が出t!ます.14.6.16 [7) 



『建設11什イヴtι法』が完全施行主れ
建物等を解体事るに侍
『針卸IJ乙川什イワtι」がや唇にt~t- I
5月30日 「建築リサイクル遺」が施行され、従来行われていた「建築物を
分別せずに一気に纏してしまう機械だけの解樟(ミンチ解体)Jが禁止され、

手作業による分別解体や、 手作業と機械作業を併用した方式による分別解体を

行い、リサイヲル製品として再資源化を図ることに芯りました。

そのため、市民の皆さんが一定規模以上の建築物等を解体する場合牢どには、

事前に 「分別解体等の届出Jが必要になりますのでご注意ください。

を提出することもできます。ただし、その場合には

委任状を拠出していただくことが必要です。

なお、届出書・委任状白人手方法など、詳しくは

建築住宅課指導審査悟までお尋ねください。

ミンチ解体

市fl届出制要な工事は?
L竺塁」 でも1;;:ぜ必要立の/
一定規模以上回建聾物 (下表「届出が必要となる

建築物」参照)の、解体や新築 ・増改築工事などを

行う場合、その建聾物等に使用されている 「コンク

リートj、「コノクリートや鉄から成る建設資材」、

「木材j、「アスフアルト ・コンクリートJ(分別解体
する特定建設置材)の4種類の資材については、種

類ごとに現場で分別し、計間的に工事を行うことが

義務付けられました。

また、分別解体により生じた特定建設資材白廃棄

物については、再貰源化を図ることも併せて義務付

けられ、私たちみんなでリサイクルを推進し、輩か

な環境を守っていくことになりました。

・届出が必要となる建築物

E 工事の璽額 | 届出対象となる規模等

建築物申解体 |対象工事床面積が8001以上

画
工事由発注者 (家主)は、工事を着手する日の7

目前までに、題築住宅課指導審査轟へ届出書2部を

挺出してください。

また、工事請負者など発注者の代理者が届出曹等

対象工事床面積が50001以上

請負代金額が500万円以上

摘員代金額が1億円以上

具体的にはどうしたらいいの〆

建箪物の新華・2省軍

建築物の修槽・領傑曾
(リフォム等)

建監物以外のものの
解体・新纂等
(土木工事等)

l 

に

-問い合わせは、こちらまで

建築住宅習指導審査係

(包22・4100闘1541・1542.-句園m・02邸)

[8) 

児
童
手
当
の
現
況
届
の
銀
出
と

新
穂
高
甲
踊
申
手
続
曹
を
お
忘
れ
な
〈

児

-a
保
育
傑

(
g
n
・5
'
3
2
)

14.6.16 

現
在
、
児
童
手
当

(
特
例
給
付
)

を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
、
「
現

況
届
」
を
郵
送
し
、
提
出
を
お
願
い

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
だ
、
提
出
さ
れ

て
い
な
い
か
た
は
、
必
要
事
項
を
記

入
白
う
え
、
6
月
犯
日
出
国
ま
で
に
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「現
況
届
」
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

平
成
H
年
6
月
分
以
降
の
手
当
を
畳

給
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
受
給
を
畳
け
て
お
ら

ず、

6
歳
未
満
白
児
童
を
養
育
し
て

お
り
、
前
年
(
平
成
凶
年
中
〕
の
所

得
が

一
定
額
以
下
の
か
た
に
つ
い
て

は
、
児
童
手
当
(
特
例
給
付
〉
を
畳

給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
由
で
児

童
保
育
課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
現
況
届
提
出
先

児
童
保
育
課

(福
祉
会
館
1
階
)

・
塩
田
支
所

・

川
西
支
所
・
豊
殿
支
所

.
新
規
申
請
に
つ
い
て

マ
受
給
資
格

義
務
教
育
就
学
前

(6
歳
に
な
っ
た
後
初
め
て
の
年
度

末
)
ま
で
由
児
童
を
聾
育
し
て
い
る

か
た
で
、
前
年

(平
成
日
年
中
)
白

所
得
が

一
定
額
以
下

(児
童
保
育
課

に
確
認
を
)
の
か
た

マ
申
情
先

児
童
保
育
課

・
塩
田
支
所
・
川
西
支

所
・
豊
股
支
所



と さ ι'内' ーー容 C"' ~-_':"'-:1 
7月時18日附 清理のお世話斑量

午龍20o-3時30分

9月時↑9日開 ;肩濯のお世話 清世拭い方排班、恒器・原器の
午後20o-3時四分

10月17日同時 シ ツ空換、体也空換、床ずれの手当て
午桂2時-3 0o3C分

11月時21日同 食事のお世話飲み」み因離なかたの食事
午後20o-3時3C分 の作り方

来年1月15日同 移動のさゼ方(車いす・ポ タブルトイレ)、
午後2時-3時3C分 入浴のさせ方

-家庭介2宣教室日程家庭介護教室
~家庭での介護の仕方を勉強しましょう~

国立長野病院(包22・1891因4359)

bとき・内容右表のとおり bところ 国立
長野病院地域医療センタ 2階教室 b対象上
回市や近間町村にお住まいのかた 1>申し込み

官製はがきで、 ~386-8610_上田市掃が丘 1 -27-21・

国立長野病院西3階病棟 ・遠藤巽壷里まで 1>そ
の他 毎回、介謹相酷窓口を闘世しています

、I

.1ろ悩

ilg i 
仕
事
や
環
境
の
変
化
が
激
し
い
現

代
社
会
で
は
、
ス
ト
レ
ス
や
人
間
関

係
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
こ
こ

ろ
に
変
調
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま

す。
こ
こ
ろ
の
健
康
の
こ
と
や
生
活
由

こ
と
で
相
談
が
あ
る
か
た
は
、
本
人

・

家
族
の
か
た
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

マ
と
き

7
月
刊
日
嗣
・
同
制
日

剛
午
前
9
時
加
分

1
日
時
加
分
(
一

人
に
つ
き

1
時
間
程
度
)
マ
と
こ

ろ
上
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
市
役

所
南
庁
舎
2
階

)

マ

相
談
担
当

精
神
保
健
福
祉
相
談
貝
・
市
保
健
師

マ
申
し
込
み

電
話
等
で
、
健
康

推
進
課
へ
(
予
約
制
)
マ
そ
の
他

保
健
師
に
よ
る
栂
談
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い

診ウi康立

21i重量1:
ツス~~病り
卜検i前l院つ
で診i立lをけ
畳をi腺i除の
け合i血iく嗣
らむi液~~院
れ)検1で・
と査j、医
す大とl基院
。腸肝l本(
検査i健国

今
年
度
か
ら
内
容
も
充
実
し
、
基

本
健
康
診
査
白
検
査
項
目
が
増
え
ま

し
た

(
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ル
や

尿
酸
値
)
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
者
に
は
畳
診

訴
を
郵
送
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
気
骨
か
ぬ
う
ち

に
発
症
し
て
い
る
掛
告
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
申
た
め
に
も

年
に

1
度
は
健
診
を
畳
け
ま
し
ょ
う
。

マ
対
象
者
胡
歳
以
上
白
市
民

マ
受
診
票
郵
送
時
期

6
月

1
・

2
・
3
・
4
月
生
ま
れ
申
か
た
。

7

月
下
旬

5
・
6
・
7
・
8
月
生
ま

れ
の
か
た
。

8
月
刊
歳
健
診
申
し

込
み
者
の
か
た

0
9月
中
旬

9
・

m
・
U
-
U
月
生
ま
れ
の
か
た

ま
た
、
基
本
健
康
診
査
受
診
者
の

う
ち
で
希
望
す
る
か
た
は
、
あ
ら
か

じ
め
窓
口
に
申
し
出
て
い
た
だ
く
と

次
白
検
査
が
畳
け
ら
れ
ま
す
。

マ
検
査
(
対
象
者
)
前
立
腺
血
液

検
査
(
印
歳
以
上
自
男
性
)
。
肝
貴

ウ
イ
ル
ス
検
診
(
今
年
度
刊
・
岨
・

日
・
日
・

ω・
白
・
叩
歳
の
節
目
に

な
る
か
た
。
過
去
に
肝
臓
病
に
か
か
っ

た
こ
と
や
肝
機
能
が
悪
い
と
い
わ
れ

た
こ
と
白
あ
る
か
た
。
過
去
に
大
き

な
外
科
的
処
置
や
妊
娠
・
分
娩
白
と

き
に
多
量
に
出
血
し
た
こ
と
の
あ
る

か
た
。
今
回
の
健
診
で
肝
機
能
が
嬰

指
導
と
さ
れ
た
か
た
)

-
料
金
マ
基
本
健
康
診
査

(
肝
炎
ウ
イ
ル

.胃検診日程(7月)
利用fごくご 畳け かい ま がは てい す。よ問る 以上月か6 

と」ろ l カfこ主A 。
とさ

らたた るす の

A会場 B会場 れでも、 かで白か
たに たら

7月1日開 東部地区防提センター
。書Iま

7月2BtJ，止 下Z郷公民館 4 0 設と
7月3日嗣

相染閣 白金場目 をさすま。 事前 にか Z23 Z を3で 円。 マ大 7蔵以上0 41 1 7月4日開 上野が丘公民館

7月5日圃 西垣図会館 機金査検でを れ 案に内 をい っ線搬器X てけ、
8 4 4 2 にて たて 腸検診 に歳6は9 

7月8日間 ぜい だい 3歳5 

7月9日以d
鈴子公民館 ひ な のいまに な 1

7月10日嗣 保野公民館
寝尻地区公民館

7月11日同

7月12日出 盟国母子健康センター

7月15日伺)

7月16日出 ひもう木目E Lt:田市保健センター

7月17日制 小泉臣民会館

7月18日開
川西社会福祉セノター

7月19日圃 下郷公民館

7月22日間 川西支所 Lt回市保健センター
撮
9器飲おのまての

術
ら性妊を類くま援受け付けは 午自由7跨4句をからg符までです.
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(" 

に

•• -E誌砂岨凶四百謹E・哩圃:1m)・ -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. . . 
個人住民税{市民税・県民税}の

納税通知書が届いたのですが/
~皆さんのご質問にお答えします~

.周密 個人住民税ってどんな説童なのかしら?
生曹 個人住民税という白は、市や県に住所 ・事

務所 ・家屋敷などを有しているかたが納めて

いただく税金で、市民説と県民税を合わせて住民税と

.呼んでいます。また、住民税は個人を対量とした畑人

i住蹴と、法人を対量とした法人住民税に分かれてい
iます。

吹田居事 納税通知曹の内容を見ると、均等割と所得

i-哲l'!1'i劃とで税金が決められているようですが、ピ
:う立っているのかしら?

: Æt~・ 個人住民投は、説金を負担する能力のある
♂溢占「人が均等白額を負担していただく均等割と、

2その人の所得金額に応じて白但していただく所得割と

:田2っから構成されていて、両方をEした金額を畑人
i住民投として納めていただくνステムになラています。

1 rnraだいたいわかりました。司 、蜘夫は今

今年目 l月l日現在長野市に住所がありましたから、

今年度自個人住民税は長野市で線視され、長野市白納

説通知曹で全額納めていただくことになります。

府1@毎年の1月1日現在というのが、ポイント
ーー官II1IIだったんですね。それでは、私の場合はどう

してですか。今年の1月に納税通知書が届いたので税

金を納めましたが、先日、また別の納税通知書が届き

ました。二重に課税されているようで動に落ちないの

ですが。ただ、私は昨年の11月に会社を退職している

ので、それが何か関係しているような気もしています。

司 個人住民税は、サラリーマ Jの場合、 6月

から翌年の5月まで毎月の給与から差し引か

れて納付していただいています。あなたの場合は、昨

年白11月に退職された白で、 12月以降給与から蓋し引

けなかった分を今年目 l月に納視通知書により納めて

いただきました。ですから、昨年の6月から11月まで

に給与から差し引かれた分と、今年の 1月に納めてい

ただいた分1;1，昨年度の個人住民税となり、今回お送

りしたのは、平成14'f-Jlt白納税通知都になります。

• . • . • 

‘守百百年の1月5日に死亡しているのに、先日夫の

納税通知書が届いたのはなぜかしらワおかしな気がす

るんだけど。 符1@ しかし、昨年11月に退醸して由、ら全く収入:
司 個人住民税は、毎年 l月 1日現世に住所の

ある人に課税されます。そ白ため、あなたの

ご主人についても、今年度は課税白対訟になりました。

納税義務はそ白相続人が承継することになっているこ

とから、あなたのお宅に納税通知容を送らせていただ

いたということです。

』副官留がないのに、なぜ今年度の納税通知書が届く 3

んですか?

可他人住民税は所得税と違い、iI仰 の所得に

対して課税されます。あなたの場合、昨年目

1月から11月までの給与所得に対して、今年度の他人

住民税が課税されることになるからです。

問I'Gs そういう事だったのねe それでは、制娘 胃1~ なるほど、そういうことですか。では、個

』唱討::t.が今年の3月に星野市から上田市へ転入して -官属国人住民税について聞きたいことが高った場合

きたのに、先日、長野市から納税通知・が届いたのは は、どうすれば良いのですか.

:なぜかしら? ~J沼 税務課市民税悟 (ft23・5115/市役所l階)
~Ji1・ 個人住民税は、毎年 l月l日現在に住所の 占長E へお尋ねください。職員が皆さんのご質問に. 
4溢占rある市町村で課税されます。娘さん町場合は、 お答えします。

百午 受 務 ・ はに困相 白し民ル進 U':'雪月 力ご捕事 ざご
コ 定佳 肴 課 マ面 竪ごっ寝相生 、〈ト協県 |示If盆lを不まのさい利い
~'I: it. 1陣 ( と嬢 〈相たも談話外らガ金で |曹I?聾E お恒でたさま周つ
目安時 国土こ相 守談こおは桶闘しルには |呈 I ~ 鐘 E 願を休めらすいも
EJIi 田 ろ 重量りくと畳面談鋳の諮聾、 11Il11;:里E 、 ・間 室
主↓ 5気合 二 まだなけ僚等阻サを昆側 |語l聞民E し鍋さ 月 溺 再
認5時申同上 申 すさとし相を足ポ結℃長 1111すo31ま け空 1は き諒
益戸 且庁小 し 。 い、て鍛行の i せて野 | 浜 I ~ 皆 目 す L :C目 、 、品
開 bマ 時舎 地込 。どいの勺曹タる 、y，-&I国 l掴云目 。ま い m浴 あさ
思翌 担切I方 み 相うま iまてさ ~ 日閏 | 吾 | 詰1X，I す 主 か 室 りさ封ド階2不 較ぞすかいん 」 外本際 |ー|一両| が=らの がら丙3) 要 のお由、ま白を国路交 Ii I v'l 、さ同改 との

.害容宅マ3)蓄量てEtSE盟主躍liU 長EJ空 2望

. 

!|!? 
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の相談

便利で確実な口座掻替のご利用を

1期.市 以民税

畏付陪

生活環境課
(本庁舎1階)

霊長律相
(予術開。

(ヲ

「
小

・
中
学
校
に
お
け
る
外
国
籍
児

童
・
生
徒
白
相
談
な
ど
」

・
「
日
常

生
活
に
関
す
る
相
談
」
な
ど

-
電
福
相
鼓

マ
専
用
電
話
宮
お
・

7
1
6
7

マ
担
当
浜
田
サ
ボ

l
タ

!

書
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

う
え
だ
男
女
異
同
書
面
フ
ォ
'
ラ
ム

う
え
た
男
女
共
問
書
圃
フ

-at--ヲム
婁
語
侵
員
会

事
務
周
(
男
女
誕
問
鎗
薗
陣
内
宮
田
・
亘
2
4
5
)

女
と
兇
が
と
も
に
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
「
第
口
回

う
え
だ
男
女
共
同
書
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。

2

2

 

こ
れ
を
機
に
、
立
と
男
の
よ
り
よ

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
て
み

社会福祉惚曜会
(ft27・8080)

母子相

人権・悩みごと相談

児

ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
と
き

7
月
日
日
出
午
後

1
時

1

マ
と

こ

ろ

上

田
市
文
化
会
館

マ
内
容

①
基
調
講
演

「
男
だ
っ

て
子
育
て
で
き
る
よ
」
(
講
師
中

央
大
学
法
学
部
教
授
・
広
岡
守
穂
さ

ん
)
②
分
科
会
「
子
育
て
は
柴

し
い
、
で
も
不
安
も
い
っ
ぱ
い
」

・

「
集
ま
れ
/
新
米
パ
パ
マ
マ
」

・

「
働
く
こ
と
育
て
る
こ
と
暮
ら
す
こ

と
」

・

「
高
齢
社
会
と
ど
う
向
き
合

う
か
」

・
「
学
校
週

5
日
制
が
始
ま
っ

て
」

・
「
働
き
た
い
、
働
き
つ
づ
け

た
い
私
」

マ
そ
の
他

手
話
通
訳

あ
り
。
託
児
希
望
の
か
た
は
男
女
共

同
書
画
課
ま
で
ご
迷
絡
を

社会福祉協機会
(ft22・3082)

上田商工会議所
(ft22-450の

毎週月~金蝿日
9 :OO~16氾O

結

高齢者職業相談

保育 ・子育て相酷
(電信相続〉

う
え
だ
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

活
動
発
表
す
る
団
体
を
募
集

う
え
だ
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
再
鍾
員
会
.. 務
局

(男
女
共
岡
修
蘭
懐
内
宮
田
・

5
2
4
5
)

マ
と
き

m月
5
日

出

マ

と

こ

ろ
上
岡
市
文
化
会
館
マ
テ
ー
マ

女
も
男
も
子
ど
も
も
大
人
も
心
豊

か
に
蹄
い
て
生
き
る
マ
参
加
資
格

市
内
で
活
動
す
る
団
体
で
、
テ
ー

マ
に
そ
っ
た
活
動
発
表
が
で
き
る
団

体

マ

申
し
込
み

7
月
日
日
嗣
ま

で
に
、
所
定
の
書
加
申
込
轡
(
男
女

共
同
書
画
課
に
あ
り
ま
す
)
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
男
女
共
同
書
画
課

内
う
え
だ
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局
(
市
役
所

3
階
)

ヘ

マ
そ
の
他

詳
し
く
は
、
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

美皆

いん

ili! 
..1木

毎週月火阻B
9 :OO~16氾O

5
月
お
日
冊
、
し
な
白
木
通
り
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
ア
ダ
プ
ト
シ
ス

テ
ム
円
道
路
由
里
親
制
度
)
に
な
ら
っ

て
、
恒
例
の
道
路
美
化
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
約
印
人
に
よ
り
、
中
世
分

離
帯
の
草
刈
り
と
幸
道
の
清
掃
、
プ

ラ
ン
タ

1
由
花
植
え
が
行
わ
れ
、

2

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

2
台
分
の
草
が
刈
り

集
め
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
上
田
市

へ
由
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る

「
し
な
の

保育・子育で相談
(膏獲相叡〉

木
通
り
」
に
、
ご
み
を
捨
て
な
い
よ

う
皆
さ
ん
白
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

←ー

ロ
ー
マ
ン
橋
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

7
月

1
日
冊
か
ら
オ
ー
ブ
ン

廃
事
物
対
策
降
(
宮
田
・

0
8
6
8
)

-R股支所
(宮
ぉ
・

2
9
3
9
)

並
殿
地
区
下
郷
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
が
完
成
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

F
、
。

-t
b
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史跡めぐり「犬山・津島方面」 7月は「青少年の非行問題に

参加者募集 取り組む全国強調月間』です

悔物館(冒22・1274)
地続の皆さん人ひとりが子どもたちに

bとき 7月7日間午前7時上関駅お城
温かい目を向け、青世年の非行防止にご協

口1M抽 1>見学先霊知県の同耳、重要文
力をお願いします。

化財を紡ねます (①国宝犬山城天勺問 ② 
また、月間中、世年補導委員さんを中心

国宝某宅釦1庵! ③津島神社 [国・重文))
に、地爆の膏出年育成開帳番も書加し、有

1>111加料 6削O円 1>定員 90名 1>申し
害軍規チェック活動や 日補導を実施しま

込み "加料を酷えて憾物町へ 1>その他
す。巡回の陣I~、ご理解ご協力をE頗いし

昼食を持容してください
ます。

-生霊学冒幌{冒n・51倒}

教育敏
科
書
展
示
舎
の
お
知
ら
せ

上
回
敏
宵
.，

m所
{S

E

7
・，?
4
}

上
小
地
区
白
小

・
中
学
校
で
現
在

子
ど
も
た
ち
が
使
っ
て
い
る
教
科
書

を
含
め
、
小

・
中
学
校
と
高
等
学
校

用
申
検
定
済
教
科
替
や
数
年
前
ま
で

使
用
し
て
い
た
教
科
書
を
展
示
し
ま

す
。マ
と
き

6
月
初
日
同
3
7月
9

日
仰
の
平
日
午
前
9
時

3
午
桂
5
時

〔6
月
お
日
目
、
閑
却
日
也
、
同
初

日
側
、

7
月
6
日
出
、
岡
7
日
闘
は

休
館
。
6
月
沼
目
的
は
午
前
9
時
6
35

正
午
由
開
館
)
マ
と
こ
ろ

上
小

教
科
轡
セ
ン
タ
ー

(小
県
上
回
教
育

会
館
内
)
マ
展
示
教
科
書
現
在
、

小

・
中
学
校
や
高
等
学
校
で
使
用
さ

れ
て
い
る
教
科
書
、
数
年
前
ま
で
使

用
さ
れ
て
い
た
教
科
書

や
ま
び
こ
キ
ャ
ン
プ

書
晶
棚
申
書
量
富
軍

生
理
筆
画

鶴

(
倉
田

-s'0

・}

学
校
生
活
白
中
で
自
分
の
力
を
発

帰
し
た
り
、
表
現
す
る
こ
と
が
苦
手

な
子
ど
も
を
対
訟
に
、
や
ま
び
こ
キ
ャ

ン
プ
を
開
似
し
ま
す
。

(' 

訴
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
と
き

①
8
月
l
日
嗣

3
同
3

日

出

②

9
月
H
日
凶

1
岡
崎
円
側

マ
と
こ
ろ

長
野
県
須
坂
宵
年
目

家
(
崎
の
原
)

マ
内
容

自
由
時

間
を
中
心
に
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
l
、

ク
ラ
フ
ト
、
ネ
イ
チ
ャ
!
ゲ
ー
ム
、

レ
ク
リ
エ

l
ν
ョ
ン
等
を
行
い
ま
す

マ
対
量
市
内
の
小
学
4
年
生
1

中
学
3
年
生

(希
望
に
よ
り
、
小
川同

部
の
小
・
中
堂
生
も
書
加
で
き
ま
す
)

マ
定
員

約

卯

名

マ

穆

加
料

①
4
0
0
0
円

②

3
0
0
0
円

マ
申
し
込
み

7
月
5
日
幽
ま
で
に
、

各
学
校
の
担
任
の
先
生
ま
た
は
生
経

学
習
県
ヘ
マ
そ
の
他

全
日
程
書

加
で
き
な
く
て
も
結
構
で
す
。
ご
家

膝
、
お
友
逮
と
い
っ
し
ょ
白
書
加
も

で
き
ま
す

8
月
担
日
凶
か
ら
9
月
l
日
仰
に

か
げ
て
、
上
聞
市
民
術
研
陣
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
る

「信
州
上
田
直
季
大

学
2
0
0
2」
申
分
科
会
の
企
画

・

書
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地

域
づ
く
り
、
環
境
、
社
会
、
福
祉
な

ど
テ
l
マ
は
自
由
で
す
。
知
り
た
い
、

伝
え
た
い
、
話
し
合
い
た
い
と
い
う

テ
マ
を
お
帯
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た

連
世
ス
タ

少
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す

(募
一集
期
限
は

7
月
時
日
凶
)。

併
し

く
は
生
涯
学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

市
民
踊
座
開
催
し
ま
す

信
辺
国
分
轡
資
料
館

(E
U
8
7
0
6
}

マ
日
程
左
表
白
と
お
り
マ
と

こ
ろ

低
温
国
分
寺
賢
料
館
構
立

マ
定
員
卯
名
マ
畳
情
料

1
0

0
0
円

マ

申
し
込
み

6
月
初
日

捕
か
ら
、
電
話
で
信
漉
国
分
寺
賢
料

館
へ

11i; 
綾
子
で
臆
史
を
体
験
的
に
楽
し
く

学
び
ま
し
ょ
う
。
初
め
て
の
か
た
に

f 

も
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

マ
日
程

左
表
白
と
お
り
マ
と

こ
ろ

信
雄
国
分
寺
資
料
館
、
信
撞

国
分
寺
跡
史
跡
公
園

(
8月
9
日
は

平
出
遺
跡
、
平
出
遺
跡
考
古
博
物
館
、

松
本
市
立
考
古
悼
物
館
見
学
。
日
月

初
日
は
上
田
城
、
博
物
館
を
且
学
)

マ
内
容
地
元
で
発
見
さ
れ
た
土

器
や
石
器
を
書
曙
に
、
粘
土
や
黒
曜

石
で
作
品
を
作
り
ま
す
マ
定
員

毎
回
初
名
(
日
月
3
日
の
み
曲
名
)

マ
参
加
料
輔
科

(8
月
9
日
は

施
設
入
館
料

〔
2
館
で
大
人

5
1
0

円
、
子
ど
も
2
5
0
円
〕
が
必
要
で

す
)

マ
申
し
込
み

6
月
沼
目
白

か
ら
電
話
で
信
濃
国
分
寺
資
料
館
へ

14.丘16[12] 
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スポーツ教室受講者募集

日程は、変更になる可能性があります。申し込み時

にご確認ください。いずれの教室も対象は学生を除く

市内在住・在勤のかた。申し込みは日月26日附から受

講料を添えて体育課へ

・宜性ゴルフ教室(秋期}

1>とき 8月6日-10月15日の火曜日 (全10回)午

前10時~正午 bところ 富田ゴルフ b定員 30名

1>参加料 4.000円

・弓道教室(後期)

1>とき 7月初日-10月22日の大曜日(全12回)①
午前10時-ll時喧午後6時30分-7時30分白いずれ

かのコ ス bところ 市営弓道場1>定員 30名
1>書加料 3.000円

・ナイターテニス教室(後期)

bとき 8月3日-9月7日の土曜日(全5回)午

桂7時-9時1>ところ 市営西テニスコート 1>定

員 50名 b参加料 3.5日日円
・女性ナイターソフトボール教室(後期)

bとき 8月21日-10月23日白水昭日(企10回)午
桂7時30分-9時 bところ 北小学校グラウンド

1>定員 30呂 1>参加料 2.000円

・アーチエリー教室(中期)

bとき 7月2日~同26日の火・金曜日(全B回)
午後6時30分-8時30分1>ところ 自然運動公園ア}

チヰリー場 b定員 20名 b重量加料 3.000円

学童野球大会

bとき 7月27日出~同31日制 bところ 市営野

球場・染屋台グラウノド 1>参加料 lチ ム3.即日

円 b申し込み 7月12日幽までに害加料を添えて体

育課へ b抽選会 7月17目的午桂7時から勤労者体
育センタ 2階会議室 1>その他各地区育成会長に

実施要項を送付しました

ソフトバレーボール講習会
軽くてやわらかいソフトバレーポールに触れられる

イベ/トとして、今年初めて実施します。興味のある

かたはぜひご容加くださし、。

bとき 8月11日(回 bところ 市民体育館 b参
加料 200円(保険代官む) 1>対象市内在住・在

勤・在学のかた b申し込み 7月31日附までに書加
料を添えて体育課へ 1>その他 各地区育成会長に実

施要項を送付しました

ン
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混声合唱団コールレインボー団員募集
あなたもいっしょに歌いませんかワ年齢、性骨L身体
ハンディを問わずに、買軽に楽しめます。見学大歓迎で

す。

1>古唱目 第 2金曜日(中央公民圏〉、部 4金曜日

(上回養唖学佼)今龍7時30分-9時 b問い合わせ
佐藤さん ("64・0234)、中村さん(宮22・5664)
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田
園
・
公
目
田
宮
上

(

(ヲ自黙運動公園
ブール
("38・6200)

国
側
目
~

日
目
時
時

1
月
9
4

月

8
前
後

7
~
午
午
レ
町
一
泊

・
木
ブ
位

園
材
こ
心

八

回

つ

泊

田
下
び
世

上

城

ち

(

需 料

ルズストロ クプレイ・新ペリア方式(①一般の部

②νニア・レディース田部) 1>対象 市内在住 ・在

勤由一般男女 1>定員各日とも300名 (先着順)

b参加料 2.500円(プレーフィーは、 8月3日出 ・
同4日聞は9.0C日円 [食事代別]、同5日間)は5.200円

〔食事代別)) 1>申し込み所定の用紙(体育諜にあ

ります)に害加者氏名・住所 ・部門・書加日を記入の

うえ、害加料を添えて 7月8日間)午前8時30分-ll時

は勤労者体育センタ へ、以降同22日間)までは体育課

へ(電話での申し込みは出来ません) 1>その他 申

し込み桂白キャノセルは出来ません

( ) 

市民水泳記録会

bとき 8月25日(団午前8時30分~午後 l時3日分
(予定) 1>ところ 自然運動公園プール 1>対車

市内在住・在勤・在学由かた 1>種目 自由形・平祐

吉・パタフライ・背肱吉(中学生の部と高校生白部は

10日m、その他は50m)・200mリレー (小学生 ・中学

生・高校生 ・一般) 1>部門(年齢は8月25日現在の

年齢) ①小学生低学年の部 ②小学4年生白部 ③ 

小学5年生の部 ④小学6年生の部 ⑤中学生の部

⑥高校生の部喧3日歳未満白部⑧30歳以上の部⑨

40歳以上の部 ⑪5日歳以上白部 ⑪60歳以上の部 (1 

人2種固まで(リレーは含まない)) 1>書加料 500 

円 b申し込み 7月29日(月)までに参加料を添えて体
育課へ 1>その他小学生は各学校で受け付けます

[13) 14.6.16 
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保健ガイド
| 健康推進課(国3'8244)

-風しん予防接種[前期J(個別接種)
il①|四時4月1臼~平成1拝 9叩封れ伽の肝|ん
l南州|平成1ロ2年 3月3引1臼以前の生まれで来援置のお子さん
w I(た疋し、 7歳6か月来濁}

iSEE詰問12諸E通話里会書Tzrいるかた糊払
t実施期間 7月1~但 -8 月 31 日出 t実施場所

F紀一覧表のとおり t接種目数 l回 t接種料

金 無料 b持ち物 通知 (①由対聖者のみ)、母子
館雌手帳、体温計、予診察(赤ちゃん手帳白中です。

体温以外は記入してお持ちください) t注意事項

①接積前に赤ちゃん手帳の説明をよくお読みく ださい

②事前に医療機関に電話予約をしてください ③体

温は接種の直前に測ります。体温酎をお持ちください

o:生ワクチン(ポリオ、おたふくかぜ等)接種後は

4週間以上、不活化ワクチン(三破損合等)接種佳は

1週間以上J経過してから畳けてください

-三種混合予防接種[1期初回J(個別接種)

G U D E 

t実施期間 7月l日(月)-9月30臼仰 t実施場所

在下一監表白とおり b接種方法 3-4週間のl削
隔で3回接種 b接種料金 情料 t持ち物通知
(①の対象者のみ)、母子健康手帳、体温計、予診Ei
(赤ちゃん手帳白中です。体温以外は記入してお持ち

ください) t注意事項 ①接種前に穿ちゃん干艇の

説明をよくお読みください ②事前に医療機関に電話

予約をしてください 喧河本温は接般の直前に測ります。

体温計をお持ちください ④生ワクチン(ポリオ、お

たふくかぜ等)接種桂は4週間以上、不活化ワクチン

(日本脳査、インフルエンザ等)接種桂は 1週間以上

経過してから畳けてください
... ....... ........... .... ...... ..... ...... .....ーーーー.......ーーー

7月の現幼児健康It董・敏章

t量付時間 ①乳幼児健脱睦査(4か月児 ・i歳6
か月児 ・3揖児) 午後 i時-1時45分 @2歳児教
室午桂 l時-1時15分 [①、②とも午桂零時30分以
前の畳け付けはできません) t持ち物 ①乳幼児髄

康器査 母子健康手線、健雌語査車 (赤ちゃん手般の

中にありますので記入してお持ちくださも、。3揖児は

出力・総力検査を車鈍して、記入してください)、パス

タオル、おむつ、粛ブラシ(J蹴6か月児)03歳児は、
以倹査の容器をお送りしますので、お持ちください

②2歳児教室 母子健b握手帳、おたずね用紙、創ブラ

シ、コップ、おやつ代(型盟)、おやつ周はし ・フォー

クなどとお皿

・保健セン~- (市役所南IT書2階)

4か月

1歳6か月

3 歳

2歳児教室

・塩田母子健康セン~ー(竃図・/11冒亀Eのかたのみ}

11鼠6か月 7月16日 I 11.11.16-13.1.15 I 

・/11酋社会福祉セン~- (泡園./11置亀Eのかたのみ)

1 4か月 7月11日 14.2.16-3.15 
誤認温図 111西地区の3餓兜健惨は8月に行います。

・個別10か月児健聡{市内申書庇医疲湖関)

|個別10か月 L2月 1日-31日 13.8.16-9 .15 

うことになりました。な缶、射象者には個別に通知し

ます.詳しくは、健康縫進鰻までお層ねくEさい。

14，6.16 [ 14) 
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「版」の仕事を再認識

山本鼎生誕120年展開催

企記意館学芸員によるギャラリートーク

[15] 14.丘16

5月25目的から 6月16日(日)にかけて「山本鼎生
誕120'年展 山本鼎そ白仕事~版画と装舶に光をあ
てて-Jが山本鼎記念館で開催されました。
今年は、山本J耳目生誕12日周年、また山本品11記念
館が開館して40年という節目白年にあたります。
山本鼎は、日本近代美術史に大きな足跡を残した

芸術家の一人で、その活動は版画 ・油器 ・美術教

育と多岐にわたりますが、特に日本の版画史にお

いて山本鼎が果たしてきた役割はとても重要なも

のでした。

山本鼎は、フランス ・プルターニュ地方の女性

憧をモチーフにした 「プルトンヌ」の発表を最桂

に、版画の制作活動をほぼ休止しました。一方で

そ田頃から少しずつ増えてくる山本鼎の仕事が意

匠 (デザイン)でした。本展では、版画、曹箱デ

ザイン、人々の生活に視点をおいた工芸図案など

計120点あまりで構成し、より広範な意味で山本鼎i
白生避を通じた 「版」的活動をとらえ、山本鼎の

「版」について再考しました。

6月l自由には記念館学芸員によるギャラリ ー
ト クが行われ、また問8自由には市民会館2階

企犠富で、近代版画を研究する諸先生がたをお招

きして、ンンポジウム 「山本鼎白木版画をめぐっ

て」が行われました。

ー 平成14年
[200霊]

No.158 • 

• 
-よ国市徹宵司書員会



市
臓
員
在
最
遣
し
、
皆
さ
ん
の
学
習
の
お

手
伝
い
を
す
る
「
出
前
と
き
め
き
の
ま
ち
講

座
」
は
、
学
習
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、

河
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利回Lま廿h打、
座j「也前と守め守のま"t)

• 

利
画
司
画

・
申
し
込
み
で
き
る
か
た

市
内
に
在
住
・
在
勤

・
在
学
し
て

い
る
か
た
で
栂
成
さ
れ
た

5
人
以
上

の
団
体

・
グ
ル
ー
プ

・
料
金

棒
料

-
申
し
込
み

①
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

講
座
を
選
ぶ
②
開
催
希
望
日
目
印

日
以
上
前
に
生
涯
学
習
課
か
公
民
館

ま
た
は
担
当
謀
所
へ
申
し
込
む
(
屯

慨
で
白
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
)

③
申
し
込
み
受
け
付
け
陸
、
日
時
等

に
つ
い
て
担
当
課
所
と
申
込
者
で
打

ち
合
わ
せ
を
し
た
桂
、
講
座
由
開
催

を
決
定
(
申
込
者
側
で
会
場
白
用
意

を
お
願
い
し
ま
す
)

-
開
催
で
き
る
日
時

平
日

(
月
曜

日
1
金
曜
日
)
午
前
9
時
か
ら
午
接

9
時
ま
で
の
聞
で
、

2
時
間
以
内

〔
業
務
の
都
合
に
よ
り
ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
開

催
骨
望
日
時
は
複
数
ご
用
意
く
だ
さ

い
)
-
そ
の
他

①
希
望
内
容
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
江
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
②
年
度
内
に
、
同
じ
団
体
が
閉

じ
構
肢
を
檀
数
回
巾
申
し
込
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
③
政
治
、
宗
教
、
営

利
を
目
的
と
し
た
儲
し
の
場
合
に
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
④
こ
白
講
座
は

皆
さ
ん
由
学
習
活
動
白
お
役
に
立
つ

こ
と
が
目
的
な
の
で
、
苦
情
等
は
お

畳
け
で
き
ま
せ
ん

14.6.16 [16] 

学後教育隈

("23・5101)

生韮学習限
(包23・5104)

平
成
泊
年
置
の
鴫
直
利
用
状
況

O
申
込
件
散
訂
件

O
申
し
込
み
が
多
い
講
座
は
、
「
命

の
学
級
」「
特
盟
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

u

件、

「う
え
だ
男
女
共
同
診
画
プ
ラ

ン
第
三
次
上
図
市
男
女
共
同
容
画

計
画
」

6
件
、
「
衆
文
化
の
理
解
」

4
判
な
ど
で
す
。

生
涯
学
習
課

(gn
・5
1
0
2
/圃

n
・3
7
4
5
)



-出前ときめきのまち講座プログラム

共

援 1 プロジェクタ一、スクリーンも使えます.
※2 実纏彦春期 会場、λ敏絡が緬定となりますので、必ず事前に産院こお潤い合わせ〈ださい.
※a 中央・函館織商 ・上野が丘鑑図川西公民館
※4 館四で実Jiしますので 必ず司匹前に商工際と日程を冒盤してください.
'1Hi 展示案内の縄色会嶋'"当験鎗となり、入館料をいただきます.
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心
配
ご
と
は
お
気
軽
に

教
育
相
談
所

上
回
市
教
育
相
談
所
は
、
「
学
校
へ
行
か
れ

な
い
」
「
学
校
生
活
で
の
心
配
ご
と
」
な
ど
、

子
ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
も
に
唱
え
、

助
言

・
使
助
し
て
い
く
“
教
育
相
談
"
と
、
学

校
へ
行
か
れ
な
い
児
活
・
生
徒
白
皆
さ
ん
が
い
う

し
ょ
に
学
習
や
運
動
の
で
き
る
“
ふ
れ
あ
い
教

室
"
の

2
つ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
も
、
直
接
来
所
し
て
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
相
般
日
月
1
金
端
日
の
午
前

9
時
1
午

桂
4
時

(土

・
日
曜
日
、
祝
日
は
お
休
み
で
す
)

-
常
磐
様
相
敵
所

(官

U

・0
1
0
4
)

〒
3
8
6
1
0
0
2
7

常
努
城
6
1
3
i
却

-
よ
田
原
相
政
記
聞

{E
n
・6
8
2
1
)

干

3
8
6
6
1
1
0
2

上
田
原
1
0
8
1
I
3

f 

第6>'司

上¥D城持仇
チケットを発売します

募集しています

「上田市文化支援事業」

上回目互の風物詩となった薪

能を今年も開催します。上回峨

を背畳に繰り広げられる醐玄由

世界をお豊しみください。 軍5回上田誠薪能

bとき 8月22日同午桂5時30分間ijj;(4時30分開場〕

1>ところ 上回城槽門前広場 (雨天時は市民会館)

b番組 能 「巴」・・・宝生英照さんほか
狂言 「呼声」・・・山本車次郎さんほか

能 f巷絹」・・・中村孝太郎さんほか

b鑑賞券前売曹3.000円
b鑑賞券販売開始 7月10日制予定
b販売場所 上田市教育蚤員会、市内6公民館、

市民会館、卑光立

b問い合わせ 上回市教育委員会生涯学習課内
「上回軒能を観る会」事萌局

("23・5102)

よ田市教育垂員会では、平成15年度以陣、ご白骨たち

で圃たい、聴きたい公置事業で、市民のかた自身が主催・

開催したい文化公潰車業(量買事鍵)を募集します。

下記に骸当するものについて13、生涯学習授文化壷興

悟まで@摘をしてください(所定の用紙があります)。

詳しくは、お問い合わせくだ古い。

1>対車となる事輩 、ド成15年度以降に開惜予定の文化

公ijj;'f'l! (鑑賞、f';!!)・全rli的文化公出事業・営利を制
的としない・評草・市内で聞催する、f'車・事室効果が期待
できる併l!・行政が実質的な主体で実施しない事量 b 

肘量と怠る主催団体民間団体 (主行委此金、公益法人

合)であり、市内に鎚点があるl剖体・符1問団体でない間
体・E似団体として紘桂まで責任を持って運営が出来る
間体・主目的に行政が E体とならない同体 b主撞向曹c.難問容による) 助成金の克付、公共絡設利用の場
合は利用料金の減免措師、 l'盟PR、その他仰IHfii的立居

・申し込み・問い合わせ

生d，字予甲車文化振興係 (ft23・5102、国23・5103、メー
ルアドレス shogaigakush u@city.ueda.nagano.jp) 

? ( 
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O 

小
学
生
が
田
植
え
を
体
験

5
月
刊
四
日
側
、
東
小
学
校
の
5
年
生
が
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
学
童
農
園
事
業
は
、
児
童
が
水
田
で
の
稲
作
の
取
組
を
中
心
と
し
て
、

さ
つ
ま
い
も
等
の
野
菜
類
の
栽
培
に
か
か
わ
り
、
実
際
の
作
業
体
験
や
作
物

の
育
成
過
程
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
自
然
環
境
を
理
解
し
、
豊
か
立

感
受
性
を
は
く
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
現
在
、
市
内
す
べ
て
の
小
学
校

で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

初
め
て
田
植
え
を
す
る
児
童
や
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
る
の
も
初
め
て
の
児

童
も
い
ま
し
た
が
、
秋
の
収
種
の
時
期
を
目
指
し
て
、
一
生
感
命
取
り
組
み

ま
し
た
。

-
5月
定
例
会

5
月
8
日
術
開
催
し
た

5
月
定

例
会
の
主
な
内
容
は
、
次
回
と
お

り
で
す
。

審
識
事
項

平
成
叫
年
度
の
書
課
の
重
点

施
策
に
つ
い
て

前
回
に
引
き
続
き
、
教
育
委
只

会
各
課
所
由
今
年
度
の
重
占
施
策

等
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

『上田市誌』

編さんだより⑮

里帰りの多層塔

『
上
回
市
白
文
化
財
』
の
臼
ベ
ー

ジ
に
常
事
守
右
造
事
問
塔

(昭
和
印
・

4
・
9
市
指
定
)
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、

「
同
年
ぶ
り
に
里
帰
り
の

事
局
塔
」
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
由

来
と
多
田
塔
の
評
価
が
述
?
り
れ
て

い
ま
す
。
里
帰
り
以
前
の
様
子
は

『
上
田
市
白
文
化
財
』
や

『
上
田
町

荘
園
と
武
士
』
白
1
4
3
ペ
ー
ジ
に

記
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
里
帰

り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
ま
す
。

昭
和
田
年

(
1
9
7
8
)
白
秋
ご

め
い
-e
ヲ

に

弔

包

・

9

ろ
、
京
都
の
名
刺
天
竜
寺
の
事
国

(寺
内
の
寺
)
三
芳
院
の
住
職
が
、

自
分
の
寺
に
あ
る
石
造
塔
婆
は
別
所

か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

供
聾
の
た
め
に
、
は
る
ば
る
別
所
温

泉
を
訪
れ
、
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
支

配
人
、
背
木
氏

(筆
者
の
友
人
で
平

成
8
年
に
他
界
〉
に
そ
の
旨
を
話
さ

れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
う
し

て
、
行
方
の
分
か
ら
な
か
っ
た
石
造

培
盛
田
所
在
が
知
れ
た
こ
と
は
大
変

な
喜
び
で
し
た
。

早
速
三
芳
院
に
出
向
き
拝
見
し
た

七J

市誌編さん室(冒25・9741)

と
こ
ろ
、
多
宝
塔
が
一
基
、
多
層
塔

が
二
基
(
五
節
と
七
岡
崎
)
が
庭
園
に

す据
え
ら
れ
て
お
り
、
別
所
の
当
時
白

写
真
と
比
較
し
て
、
車
状
・
石
質
な

ど
か
ら
ま
ず
間
遮
い
な
い
と
判
断
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
何
と
か
故
郷
へ

戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
親
身
に

相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
き
、
願
い
を

か
な
え
て
く
だ
さ
れ
た
の
が
市
楽
寺

白
半
田
孝
淳
住
職
で
し
た
。
師
は
昭

和
田
年
当
時
、
天
台
宗
の
教
学
部
長

白
要
職
に
あ
り
、
比
叡
山
の
ふ
も
と
、

滋
賀
県
の
坂
本
町
に
お
ら
れ
た
の
も

幸
い
し
ま
し
た
。

師
は
三
秀
院
や
寄
進
者
白
も
と
に

幾
度
か
足
を
連
ば
れ
、
里
帰
り
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
幸
い
滋
賀
県
申
南

町
に
住
む
寄
進
者
白
従
兄
弟
白
方
の

屋
敷
内
に
あ
っ
た

一
基
が
持
主
の
ご

好
意
に
よ
り
帰
郷
で
き
た
の
で
す
。

昭
和
白
年

(1
9
8
l
)
5
月、

常
楽
寺
の
重
要
文
化
財
田
多
宝
塔
白2ご

傍
ら
に
安
置
さ
れ
、
半
田
住
職
が
懇

ろ
に
供
聾
さ
れ
ま
し
た
。
立
ち
会
わ

れ
た
鼎
担
問
平
先
生
は

「文
化
財
は

本
来
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
こ

そ
意
義
が
あ
る
。
学
術
的
に
も
完
全

な
形
で
戻
っ
た
こ
と
は
大
き
な
収
種

だ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
昭
和
国
年
に
、
千
々
和
主

氏

(当
時
東
大
史
料
編
墓
所
)
か
ら

別
所
白
石
造
塔
婆
が
鎌
金
市
由
今
測

氏
宅
〔
戦
後
京
都
か
ら
鎌
倉
に
移
住
)

に
あ
る
と
教
え
ら
れ
、
常
楽
寺
の
半

団
住
職
と
鎌
倉
に
出
向
き
多
宝
塔
と

七
重
白
事
廊
塔
が

一
基
ず
つ
あ
る
こ

と
を
見
届
け
て
来
ま
し
た
。

な
お
、
上
田
市
誌
編
さ
ん
室
で
は

確
認
と
記
録
の
た
め
、
平
成
凶
年
に

京
都
白
三
秀
院
と
鎌
歯
の
今
捌
邸
白

双
方
に
出
向
し
て
石
造
昨
日
接
調
査
を

実
施
し
、
も
と
別
所
に
あ
っ
た
石
造

塔
婆
に
間
追
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
帰
り
ま
し
た
。

か
つ
て
別
所
の
長
華
寺
付
近
に
何

十
基
も
あ
っ
た
石
造
塔
婆
の
う
ち
の

一
部
が
京
都
天
竜
寺
三
需
院
・
鎌
倉

の
今
測
邸

・
加
え
て
里
帰
り
し
た
常

梨
寺
境
内
の
三
か
所
に
洩
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
す
。

別
所
・
院
内
、
伝
承
の
長
楽
寺
、

何
十
基
も
の
石
造
塔
聾
、
こ
れ
ら
で

成
り
立
っ
て
い
た
中
世
田
別
所
の
風

景
は
、
今
回
温
亙
旅
館
街
と
は
異
な
っ

た
宗
教
的
な
雰
囲
気
が
誤
っ
て
い
た

白
で
す
。

14.丘16[ 19] 



文芸今月の投稿数
短敵. 203菌、俳句・ 156旬

川柳 ・117旬、 計・ 476作品

投稿尭/.，386.0025上田市天神2-4 -74 

上回市教育委且会「教育うえだJ係
投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別を

明記し、氏名・自柏会名 ・電話番号をご記入

のうえ毎月18日必暗で投かんしてくださL、。

短
説究

熊
坂

年

成

選
殿

様

骨

木

杏

生

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
に
げ
な
く
聞
き
し
が

そ
の
吉
幸
わ
れ
は
余
生
の
椅
叶
と
ぞ
せ

む

神
科
新
昼
間
ぬ
喜
志
子

変
わ
れ
ら
ハ
モ
ニ
カ
に
合
わ
す
早
春
誇

春
速
か
ら
じ
前
月
の
空

秋

和

弁

上

喜

華

子

知
覧
に
て
母
を
者
ず
る
特
攻
の
遺
書
に

波

L
遺
筆
の
丈
宇
消
ゆ

日
間
凶
門
]

百

士

山

山

寺

勝

世

八
十
路
へ
の
大
橋
架
け
て
境
り
ゆ
く
あ

ら
た
な
る
日
々
込
め
て
ゆ
か
む

北

大

手

町

石

田

久

桜
花
去
り
人
も
去
り
た
る
山
軌
跡
の
タ
ベ

に
白
く
宮
抑
咲
く小

牧

草

原

和

代

七
阜
の
手
術
乗
り
初
り
て
喜
寿
近
さ
え

時
専
の
大
池
絡
み
し
む

神

畑

小

体

在

時

子

=
一
つ
縞
み
に
く
み
ゆ
く
瓦
の
思
さ
量
幸

直
な
っ
し
と
忠
ひ
出
づ
る
長

下

本

郷

神

田

童

子

新
学
期
執
科
書
抱
え
夢
北
毛
い
ざ
教
室

の
ド
ア
を
聞
け
よ
ヲ
調

JlI 

手
塚
喜
代
子

符
圃
-
-
上
図
書
市
《
・

3
8
8
1
a
e
o
-
-
a野
県
よ
鹿
市
大
手
1
'
n
1価
mv

-n・・上
園
布
教
育
種
民
話
翠
《
・
3
8
8
1
0
0
2
8
上
限
市
来
補
2
1
4』
M
V

aw-ιl働

基
古
心
の
心
止
は
む
永
平
寺
追
え
禅
寺

絡
む
石
臣
室

小

泉

町

品

百

江

壁
掛
け
を
今

aは
勢
へ
た
り
八
十
路
な

る
手
智
ひ
堅
持
に
念
の
訪
れ

西

脇

田

中

最

裏
ム
は
眠
る
し
世
し
も
ぼ
う
ぼ
う
と
万
里

黄
砂
の
こ
こ
に
極
ま
る

下

紺

匝

町

羽

綴

秋

宜

43ぜ
ん
ご
A

，

L
z
e
'
a

聖
母
に
月
止
さ
し
こ
み
故
再
の
且
を
主

い
L
兵
の
日
達
し神
科
新
民
団
自
再
志
子

亡
さ
え
が
兵
の
回
世
ひ
し
象
品
さ
と
指

骨
さ
は
今
も
わ
が
針
箱
に

久

保

持

粟

屋

京

子

音
も
な
く
」
う
つ
む
札
の
じ
ゅ
ヲ
た
ん

を
え
と
歩
み
て
春
を
惜
し
み
ぬ

小

牧

宮

山

正

桑
の
芽
の
二
輩
と
な
れ
ば
思
ふ
な
り
番

制
ひ
し
頃
の
村
の
生
き
様

適
者
蘇

組
歌
ま
た
わ
れ
の
命
ぞ
一
す
ぢ
の
造
語

是
と
本
車
に
つ
づ
く

今
月
か
ら
短
歌
の
選
者
を
熊
甑
年
成
一

先
生
(
熊
車
内
科
医
院
長
・
歌
と
評
論
一

選
者
)
に
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
一

り
ま
し
た
。
宮
崎
盛
畳
先
生
に
は
、
長
一

い
間
文
書
欄
由
選
者
と
し
て
短
歌
田
普
一

及
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
一

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
一

HH
b
b
…MM
U
U

純
一
日

#~ 
伺

矢
島

渚
男
選

保

野

消

水

ゆ

き

子

蝶
の
羽
閉
じ
て
問
い
て
捨
本
め
く

小

牧

片

岡

て

つ

花
の
捨
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
か
ら
茸
た
け

北
大
手
町
中
世
根
和
夫

且
を
か
ら
め
次
の
風
待
つ
坦
の
ぼ
り

口
問
凶
門
〕

岩

下
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